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レーザー塗膜除去装置の原子力プラントへの適用に向けた研究開発の一環として、レーザー照射で除去す

る放射性物質を含む粉塵・ガスの処理方法について、基礎実験を行って検討した。 
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1. 緒言 

大型構造物の塗装の現場除去を目的として開発されたポータブルレーザー塗膜除去装置を、廃止措置の

放射能除染技術（レーザー除染）として適用するための研究開発に取り組んでいる。これまでに、処理速

度の推定[1]および粉塵飛散防止機構の原理確認[2]を行ってきた。本報では、レーザー除染で発生する放射

性物質を含む粉塵・ガスの処理方法について検討するた

め、金属板へのレーザー照射で発生する粉塵・ガスを分

析する基礎実験を行った。 

2. 実験 

試料として、４種類（ステンレス(SUS)、炭素鋼(SS)、

表面がさびで覆われた炭素鋼(錆 SS)および塗装された炭

素鋼(塗装 SS)）の金属板を用いた。フィルタを通した清

浄空気で換気したグリーンハウス内で、試料表面にレー

ザーを 1 分間照射し、発生した粉塵の粒径分布とガスの

成分濃度（CO, O3, CO2, NO2, NO）を測定した。（図１） 

3. 結果 

鋼材表面にレーザーを照射した場合に発生する粉塵の

粒径は 1µm以下であったが、表面にさびあるいは塗装が

ある場合には、1～2µmをピークとして 10μm付近まで分

布した（図２）。発生するガスは、表面にさびあるいは塗

装がある場合、NO が発生し、塗装では NO2 と O3 も発

生した。また、いずれの場合も、CO2 が発生した（表１）。

以上の結果を踏まえ、レーザー除染に用いる粉塵・ガス

の処理方法を検討し、処理装置を考案した。 
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図２ 発生した粉塵の粒径分布 

表１ 発生したガスの成分濃度 

図１ レーザー照射の実験装置 
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